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　最近の業績の動向等を踏まえ、平成19年11月15日の中間決算発表時に公表しました平成20年3月期の通期業績

予想及び配当予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。

1．特別損失の計上について

　所有物件の評価損として、今期末に200百万円を見込んでおります。

2．平成20年3月期通期業績予想数値の修正（平成19年4月1日 ～ 平成20年3月31日）

（単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

前回発表予想(Ａ) 9,850 275 300 230

今回修正予想(Ｂ) 8,250 △ 1,040 △ 1,010 △ 1,280

増減額(Ｂ－Ａ) △ 1,600 △ 1,315 △ 1,310 △ 1,510

増減率（％） △ 16.2 △ 478.1 △ 436.6 △ 656.5

（ご参考）
前期実績（平成19年3月期）

10,155 15 265 303

4.平成20年3月期の1株当たり配当予想の修正

中間期 期末 年間

前回発表予想 ― 0.1　円 0.1　円

今回修正予想 ― ― ―

（ご参考）
前期実績（平成19年3月期）

― 0.2　円 0.2　円

記

平成20年2月8日

特別損失の計上並びに通期業績予想の修正及び配当予想の修正に関するお知らせ

3. 修正理由
　売上高につきましては、ニッケル事業では販売価格が大幅なＬＭＥ価格の下落により計画を下回ったこ
とと不動産事業において、金融の停滞と改正建築基準法施行により不動産価格の下落等不安定要素が多
く、当期見込んでおりました案件を絞り込んだため、前回予想を下回る見込みとなりました。
　損益面では、ニッケル事業で価格の下落と低価法による評価損が計上されたこと、不動産事業で当初予
定していた案件を絞り込んだため売上高が減少となったことに加え、有価証券評価損の計上があったこと
等により前回予想を下回る見込みであります。

5. 配当予想修正の理由
　当初の予想に対し、売上高の減少と減益になるため、誠に遺憾ではございますが、配当を見送らせてい
ただきます。

（注）上記の予想は、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要
因によって予想数値と異なる場合があります。
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